
１年生から関わり続ける里山体験
～取り組みから見えてきたこと～

箕面市立止々呂美小学校
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学校の取り組み

・地域理解学習

・生活科や総合的な学習の時間に地域を学ぶ

～地域の特産物 ゆず・くり・しいたけ・びわ・炭など～
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１年生 どんぐりひろい
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２・３年生 たてわり遠足

～散策とクラフト～
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５年生 散策とクラフト
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６年生 里山学習・道普請
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苗木を発見！



７年生 炭焼き体験に向けて

８年生 森林整備体験11



取り組みから～子どもの姿～

• 楽しい！
• また行きたい！
• すごい！
• やってみたい！
• 充実感、達成感
• 地域の良さを実感
• 他の学校ではできない自然体験ができる学校
• 知識を広げる、理解を深める
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活動のサポート

取り組みから～学校側～

里山が近くにある環境だからこそ体験させたい

人員的サポート 専門的サポート
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課題（学校側）

• 活動がやや形式化

• 活動の目的は何か

• 新しく赴任された先生が多数

• 次年度への引き継ぎ

• 教育課程の改編による時数制限

• 各学年のカリキュラムをどう組むか
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とどろみの森クラブ側の話

• ５年近く続けてきたことで、顔見知りになって
あいさつしてくれるのがうれしい

• 植樹など、経過観察ができる
• 学校単位で取り組むことで、活動が切れない

• 子どもの人数増にどう対応するか
• 学校のねらいにあっているか疑問
• 学校との連携
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とどろみの森クラブからの提案

• 実施時期
• 実施時間
• 事前学習
• 専門性をいかした学習への協力
• 系統立てた取り組みの充実

事前の打ち合わせ・連携強化
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学校側の意向を明確に！

持続させていくために

活動の目的は何か

各学年のカリキュラムをどう組むか

連携

とどろみの森クラブ
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ご清聴ありがとうございました。

１年生から関わり続ける里山体験
～取り組みから見えてきたこと～

箕面市立止々呂美小学校 國廣幸一
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